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【本研究のポイント】 

・ 心臓の僧帽弁の周囲に石灰が沈着する「僧帽弁輪石灰化（MAC）(注１)」により生じる僧

帽弁狭窄症について、日本で初めて多施設共同で長期予後を追跡研究しました。 

・ 5 年生存率は 57%と低く、特に MAC 関連の僧帽弁狭窄症では「非心臓死（感染症・

臓器不全・脳卒中など）」が死因の主体（5 年非心臓死亡率 28%）であることを初めて

明確に示しました。 

・ 僧帽弁の開口部の大きさを示す指標（僧帽弁口面積(注２)）が、1.5 cm²未満の場合、年

齢・慢性腎臓病とは独立した死亡予測因子となり、石灰化性僧帽弁狭窄症のリスク層

別化に有用であることを実証しました。 

・ 僧帽弁は前尖
ぜんせん

と後尖
こうせん

に分かれますが、特に後尖 MAC が高度な場合や、前尖にまで

MAC が及ぶ場合は、予後不良と関連していることが分かりました。また、慢性腎臓病・

高年齢は MAC 進展の独立した危険因子であることを示しました。 

 

【研究概要】 

岐阜大学大学院医学系研究科循環器内科学の大倉宏之 教授と同大学医学部附属病院

検査部・循環器内科の渡邉崇量 講師、東京ベイ・浦安市川医療センターの加藤奈穂子 医

師らの研究グループは、日本国内 11 施設で実施した多施設共同研究（Japan 

Multicenter Mitral Annular Calcification：JAMAC）において、僧帽弁輪石灰化

（MAC）に伴う僧帽弁狭窄症患者の 5 年間の長期予後を、日本で初めて解析しました。 

MAC は高齢化に伴い、心臓の僧帽弁の周囲（僧帽弁輪）が石灰化していく疾患です。石

灰化が僧帽弁輪から弁葉に伸展すると、弁の開放が制限され、僧帽弁狭窄症を引き起こし

ます。しかし、長期予後や死因の詳細については、これまで海外の報告のみで、日本におけ

る多施設規模での検討は行われていませんでした。 

本研究では、日本国内の施設において 2016〜2017 年に経胸壁心臓超音波検査を施

行し、MAC 合併かつ僧帽弁平均圧較差（TMG）≧5 mmHg を満たす 264 例（中央値年

齢 78 歳、女性 73%）を対象に 5 年間の追跡調査を行い、死亡率・死因・弁関連予後因子

を検討しました。その結果、MAC に伴う僧帽弁狭窄症患者の 5 年生存率は 57%と低く、

特に、感染症や臓器不全、脳卒中といった「非心臓死」が主要因であることを明らかにしま

した。 

日本人の僧帽
そうぼう

弁
べん

輪
りん

石灰化に伴う僧帽弁狭窄症の長期予後を解明 

——5 年生存率 57%、非心臓死が主要因であることを多施設共同研究で初めて明らかに—— 
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本研究成果は、2026年3月4日に、米国心臓病学会誌『Journal of the American 

College of Cardiology（JACC）』誌のオンライン版で発表されました。 

 

 

【研究背景】 

MAC は高齢者に多く認められ、動脈硬化やカルシ

ウム・リン代謝異常と密接に関連します。MAC が高度

になると僧帽弁輪の拡張が制限され、弁口面積が低

下して狭窄症を来たします。従来、僧帽弁狭窄症のガ

イドラインはリウマチ性を主な対象として策定されて

おり、MAC 関連僧帽弁狭窄症の診断・治療基準は確

立されていませんでした。また、複数の合併症が生命

予後に影響するとされながら、長期追跡データは乏し

く、詳細な死因や弁形態と予後の関係は不明でした。 

 

 

【研究成果】 

■ 生存率と死因 

5 年生存率は全体で 57%（1 年生存率：87%）と不良でした。264 例中 117 例が 5 年

以内に死亡し、内訳としては、心臓死 42 例（心不全 31、突然死 6 など）に対し、非心臓死

は 67 例（感染症 18、臓器不全 18、脳卒中 9、悪性腫瘍 8 など）と非心臓死が多数を占め

ました。 

 

MAC の例 
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■ 石灰化性 vs リウマチ性僧帽弁狭窄症 

石灰化性（n=201）は、リウマチ性（n=63）に比べ予後が有意に不良でした（5 年生存

率：51% vs 75%、log-rank P＜0.01）。また、石灰化性では5年非心臓死亡率が28%

（リウマチ性 13%）と著明に高く、心臓死亡率も 18%（同 11%）と高値でした。石灰化性は

高齢・慢性腎臓病・冠動脈疾患などの合併症を多く有しており、全身の退行性・代謝性疾患

の一部として位置づけられます。 

 

■ MAC 分布と予後 

後尖 MAC が高度（後尖弁輪周径の 2/3 超）な場合、および前尖 MAC が存在する場合

は、それぞれ有意に予後不良と関連していました（高度後尖 MAC：HR 3.03 [95%CI 

1.87–4.90]；前尖 MAC：HR 2.05 [95%CI 1.37–3.08]）。高度後尖 MAC の独立

した危険因子は高齢（OR 1.04/年）と慢性腎臓病（OR 4.39）でした。 

 

■ 弁口面積（MVA）の予後予測能 

石灰化性僧帽弁狭窄症患者において MVA＜1.5 cm²は生存率の有意な低下と関連し

（HR 1.92 [95%CI 1.24–2.97]）、多変量解析でも年齢・慢性腎臓病とは独立した死亡

予測因子でした（調整 HR 1.56 [95%CI 1.03–2.38]）。一方、TMG＞10 mmHg は

死亡と有意に関連しませんでした。 

 

【今後の展開】 

本研究により、MAC 関連僧帽弁狭窄症、とくに石灰化性では、心臓弁膜症への治療介

入のみならず慢性腎臓病・感染症予防を含む全身管理が重要であることが示されました。

MVA を用いたリスク層別化は実臨床での活用が期待されます。今後は、経カテーテル僧

帽弁置換術（TMVR）を含む新たな治療戦略の適応選択、および MAC 進展予防に向けた

前向き研究が必要です。 

 

【研究者コメント】 

MAC 関連僧帽弁狭窄症は予後不良な疾患であり、その死因の多くが非心臓性であるこ

とが今回明確になりました。診断に際しては弁膜症の病態把握だけでなく、患者背景・全身

状態の精査が不可欠です。MVA によるリスク層別化を日常診療に取り入れることで、より

適切な管理・介入が可能になると考えています。 

 

【用語解説】 

（注１） 僧帽弁輪石灰化（Mitral Annular Calcification：MAC） 

心臓の左心房と左心室の間にある僧帽弁の「弁輪」（弁の根元にあたる環状の組織）にカ

ルシウムが沈着し、石灰化が生じた状態を指します。加齢・慢性腎臓病・動脈硬化などを背

景に進行する退行性変化であり、高齢者に多く認められます。石灰化が弁輪から弁葉にま

で及ぶと弁の開閉が妨げられ、僧帽弁狭窄症の原因となります。 
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（注２） 僧帽弁口面積（Mitral Valve Area：MVA） 

僧帽弁が開いたときの開口部の大きさを示す指標で、心臓超音波検査（心エコー）によっ

て計測されます。正常では4〜6 cm²程度ですが、狭窄が進むにつれて小さくなります。本

研究では 1.5 cm²未満を重症狭窄の目安とし、この基準を下回る患者では死亡リスクが有

意に高いことが示されました。石灰化性僧帽弁狭窄症ではその特殊な弁形態から計測が技

術的に難しい場合がありますが、リスク層別化において重要な指標です。 
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【問い合わせ先】 

＜研究に関すること＞ 

岐阜大学大学院医学系研究科 循環器内科学 教授 大倉 宏之 

電話：058-230-6523 

E-mail：hokura@fides.dti.ne.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

岐阜大学 総務部広報課広報グループ 

電話：058-293-3377 

E-mail：kohositu@t.gifu-u.ac.jp 

岐阜大学は国立大学法人東海国立大学機構が 
運営する国立大学です。 
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